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参
議
院
議
員 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
ま
た
政
治
の
季
節
が
近

づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
徐
々
に
科
学
で
行
政
を
実
施
す
る
時
代
に

移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

 

藤
井
先
生
は
、
ま
だ
ま
だ
将
来
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い

私
た
ち
の
指
導
者
で
あ
り
、
私
た
ち
に
夢
と
希
望
を
運
ん
で
く
れ

る
指
導
者
で
す
。 

藤

井

先

生

と

私 

テ
レ
ビ
で
日
本
勢
の
活
躍
に
拍
手
を
送
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
書
い
て
い
る
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
中
で
、
無
観
客
と

い
う
異
例
の
状
況
の
下
で
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。
総
理
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
世

界
中
の
人
々
の
心
を
一
つ
に
す
る
力
が
あ
る
。
全
人
類
の
努
力
と
英
知
に
よ
っ
て
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
こ
と
を
、
東
京
か
ら
発
信
し
た
い
と
語
っ
て
い

た
が
、
日
本
の
対
策
は
、
本
当
に
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。 

 

感
染
拡
大
と
い
っ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
、
日
本
の
状
況

は
非
常
に
安
定
し
て
い
て
、
過
剰
に
反
応
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
が
、

緊
急
事
態
宣
言
の
下
で
、
無
観
客
の
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や

は
り
対
策
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

私
は
、
藤
井
先
生
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
ど
こ
に
い
て
も
藤
井
先
生
の
評
判
は
聞
こ
え
て
き
た
。 

 

特
に
、「
基
之
は
、
科
学
で
行
政
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
奴
だ
。
今
に
素
晴
ら

し
い
仕
事
を
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
、
当
時
環
境
衛
生
局
の
課
長
だ
っ
た
藤
井

正
美
課
長
の
こ
と
は
、
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
技
官
ば
か
り
で
な
く
、
事
務
官
の

中
で
も
、
藤
井
先
生
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
に
共
感
を
持
つ
も
の
は
多
か
っ
た
。

現
在
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
で
も
、
私
た
ち
の
間
で
「
彼
が
今
、
厚
生
行
政

の
責
任
者
に
な
っ
て
い
た
ら
、
ど
う
す
る
だ
ろ
う
」
と
よ
く
話
題
に
な
る
。 

 

私
が
「
も
と
ゆ
き
会
」
に
参
加
し
た
の
は
、
藤
井
先
生
の
二
回
目
の
選
挙
の
時

で
あ
る
。
当
時
の
「
も
と
ゆ
き
会
」
会
長
だ
っ
た
山
本
芳
子
さ
ん
か
ら
誘
わ
れ
、
言

葉
を
濁
し
て
い
た
ら
「
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
だ
か
ら
い
い
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、「
そ

れ
な
ら
い
い
よ
」
と
加
入
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
時
以
来
、

福
祉
や
医
療
で
問
題
が
生
ず
る
た
び
に
、「
藤
井
先
生
な
ら
ど
う
考
え
る
だ
ろ
う
」

と
自
問
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
収
ま
る
兆
し
が
見
え

ず
、
さ
ら
な
る
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

東
京
で
は
七
月
十
二
日
よ
り
４
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
八
月
二
十
二
日
ま
で
の
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
う
変

化
す
る
か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
七
月
二
十
三
日
よ
り
一
年
延
期
と
な
り

ま
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
が
無
観
客
を
前
提
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
選
手
の
活
躍
を
期
待
し
、
観
戦
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
大
変
残
念
な
大
会
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
連
日
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
は
驚
か
さ
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ

画
面
を
通
じ
て
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
六
月
に
は
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
１

（
骨
太
の
方
針
２
０
２
１
）
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
を
捉
え
、
構
造
改
革
を
戦
略
的
に
進
め
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
持
続
的
な
成
長
基
盤
を
作
る
こ
と
を
前
提
に
、
感
染
症
の

克
服
と
経
済
の
好
循
環
と
成
長
を
生
み
出
す
４
つ
の
原
動
力
、
す
な

わ
ち
脱
炭
素
化
に
向
け
た
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

加
速
、
活
力
あ
る
地
方
創
り
お
よ
び
少
子
化
の
克
服
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
は
、
医
療
提
供
体
制

の
強
化
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
取
組
と
し
て
は
、
希
望
す
る
高
齢
者

へ
の
接
種
を
本
年
七
月
末
ま
で
に
完
了
、
更
に
希
望
す
る
全
て
の

方
々
へ
の
接
種
を
十
月
か
ら
十
一
月
ま
で
に
終
了
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
国
産
の
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
体
制
及
び
生
産
体

制
の
強
化
を
掲
げ
て
お
り
、
安
全
性
や
有
効
性
の
適
切
な
評
価
を
早

急
か
つ
確
実
に
実
行
す
る
た
め
の
法
的
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
経
済
あ
っ
て
の
財
政
の
考
え
の

下
、
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

骨

太

の
方

針

２
０
２
１ 

も
と
ゆ
き
会
顧
問 

 

瀬
田
公
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令和 3年 4月 20日（火） 
10 時よりの厚生労働委員会において質問に
立ちました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
令和 3年 4月 28日（水） 

10時より本会議、 
13 時より 14 時 35 分まで情報監視審査会
を開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 3年 5月 11日（火） 
 10時より厚生労働委員会、 

17 時より厚生労働部会・薬事に関する小委
員会を自民党本部で開催。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 3年 5月 24日（月） 

13 時より決算委員会において、国会質問に
立ちました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１３時より決算委員会において、国会質問に立ちま
した。 

モデルナ社およびアストラゼネカ社製のコロナワ
クチンの特例承認が下りましたが、そのうちアスト
ラゼネカ社のワクチンは取り扱いについて、更なる
検討が必要となっている点について質問、国産ワク
チンの開発治験について国の考え方についての質
問、ワクチン市場は今までメガファーマ４社が独占
していたが、今回のワクチンはベンチー企業が手掛
けており、日本におけるベンチャー企業に対する国
家支援についての質問、大麻乱用事犯の増加傾向に
ついての質問および薬剤師の供給過剰予測への対
処方針について質問を行いました。 
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藤井もとゆき国会日記 その１ 

厚生労働委員会において、１３時４５分より質問に
立ちました。新型コロナワクチンに関して、現在使
用されているファイザー社のワクチンの開発の経
緯等に触れながら、国内開発、国内生産の必要性に
ついて、また、現在申請されているワクチンの承認
が遅れていることについて、国民への丁寧な説明の
必要性についてなどの質問を行いました。 

それに対して、国内開発は重要であり、支援を継続
すること、適切な情報提供に引き続き務めることと
の答弁がなされました。 

１７時より委員長を拝命し初となる「厚生労働部
会・薬事に関する小委員会」を、約６ヶ月ぶりに党
本部で開催しました。テーマは「大麻問題」と「薬
剤師の需給・資質向上」についてでしたが、活発な
議論が続き、①大麻問題については、国際的動向に
配慮するも乱用傾向に対しては、き然たる態度をと
るべきとの意見、②薬剤師問題については、薬剤師
の偏在問題解消策や薬剤師の能力の活用策等、数多
くの意見や質問が出されました。厚労省検討会の取
りまとめ案に反映されることを期待します。 

１０時よりの本会議では、新議員の紹介の後、災害
対策費本法の一部改正法案など４法案について採
決が行われ、いずれも可決されました。 

１３時よりの情報監視審査会では、参考人より意見
陳述があり、その後質疑が行われました。 

本審査会はその性格上非公開にて開催されますが、
今回は公開にて開催されました。 

審査会スタッフの顔等が画像報道されないよう、他
委員会等とは異なる配慮が求められることとなり
ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 6月 8日（火） 
10 時よりの厚生労働委員会において国会質
問に立ちました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 3年 6月 15日（火） 

17時より本会議、休憩後 
令和 3年 6月１６日（水） 
０時１０分より本会議再開、 
１時４５分より本会議再開、 
2時３０分より休憩、 
１０時より厚生労働委員会、 
１０時１０分より政府開発援助に関する特別
委員会、 
１１時３０分よりの本会議で会期末閉会。 

 
 
 
 
 
令和 3年 7月 8日（木） 
政府は夕刻の本部会合を経て、8 月 22 日ま
での緊急事態宣言を発令。 
１８時より「宏池会と語る会」を開催。 

 
 
 
 
 
 
 
 
令和 3年 7月 12日（月） 
東京に四度目の緊急事態宣言。 

 
 
 
令和 3年 7月 23日（金） 
東京オリンピック 2020が開会されました。 
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藤井もとゆき国会日記 その 2 

１月１８日より開催されました第２０４回通常国
会は、１５０日間の会期末を迎え閉会されました。 

結局本会議は１７時から始まり、内閣委委員長の解
任決議案を否決。その後、内閣委で「土地利用規制
法」の審議・採決の後、２３時２０分延会手続き。
０時１０分再開され、議運委委員長の解任決議案を
否決。１時４５分から「土地利用規制法」の審議・
採決を行い、２時３０分本会議は終了しました。 

野党による２委員長の解任決議案提出は単なる言
いがかりに過ぎず、時間と経費の浪費としか思えま
せん。久方ぶりの長い・長い一日でした。１０時か
ら各委員会での閉会手続き、１１時３０分の本会議
をもって国会は閉会しました。 

質問内容は、６月１日に閣議決定された「ワクチン
開発・生産体制強化戦略」及びその早急かつ確実な
実行の重要性に触れ、今後の国家戦略の具体化につ
き大臣の考えをおたずねしました。次いで不祥事事
案の発生や、回収問題、欠品問題が続く後発医薬品
問題を取り上げ、信頼回復へ向けた施策等について
質しました。そして最後に建設アスベスト被害に対
する給付金等の支給に関する法案成立のあかつき
にはその施行に万全を期すよう厚労省にお願いを
申し上げ、質疑を終了しました。 

8月 22日までの緊急事態宣言を東京都に（沖縄県
は同日まで延長）、4 府県（神奈川、千葉、埼玉、
大阪）の「まん延防止等重点措置」の同日までの延
長（北海道、愛知、京都、兵庫、福岡は解除）を決
めました。更にオリンピック無観客開催が決定され
ました。 
１８時よりコロナ禍のため延期されていた「宏池
会」パーテイーが都内ホテルで開催されました。 

4月 25日から 6月 20日までの緊急事態宣言（三
度目）以来、3週間ぶり。今年に入り規制がなかっ
た日数は何日ありましたでしょうか。今回の宣言も
8月 22日(日)までとされています 

新型コロナウイルスのパンデミック（世界的大流
行）で１年延期され、なお混乱が続く中で始まった
東京オリンピック 2020 が、無観客にて開催され
ました。日本選手の活躍を期待しましょう。 
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藤井基之国会事務所 
 
〒100-8962  
東京都千代田区永田町 2-1-1 
   参議院議員会館 1218号室 

 ０３－６５５０－１２１８ 
Fax ０３－３５９７－９３９３ 

藤井基之浜町事務所 
 
〒103-0007  
東京都中央区日本橋浜町 2-35-7 
         島鶴ビル 601 号 

 ０３－３６６０－４３０２ 
Fax ０３－３６６０－４３２８ 
 

もとゆき会とは、藤井基之先生の政治家としての大成を期するため活動している
政治資金規正法に基づく政治団体です。藤井基之先生の政治理念や人柄などに共鳴
した人々の「藤井もとゆきファンクラブ」のようなものです。「藤井もとゆき勝手連」
とも通称しています。会員になりたい方、関心のある方は、下記の藤井基之事務所
にお問い合わせください。 
入会金や会費はありませんが、個々の事業や活動の実施に必要な場合は、その都度、

費用を会員や参加者から徴収させていただきます。 
もとゆき会の活動をご理解いただくために、ホームページを開設いたしております

ので、右記アドレスにアクセスしてみて下さい。 

 

もとゆき会入会の案内 

 

もとゆき会 HP： 
http: //www.fujii.tv/ 

新型コロナウイルス感染拡大が始まって1年半以上にもなろうとし

ていますが、未だに感染の波は収まらず、とうとう東京都では 4度目

の緊急事態宣言となってしまいました。新型コロナウイルス感染は夏

も流行しやすいと言われます。その感染拡大防止の決め手はワクチン

接種であり、今回のワクチンは従来のものと異なる「mRNA ワクチ

ン」です。短期間の開発により世界に供給できたのは素晴らしいこと

です。 

mRNAワクチンを製造するには「キャップ構造」が大きな役割を果

たしており、発見者は日本の古市泰宏氏であると 4月の朝日新聞夕刊

が報じました。 

そう言えば本かわら版 37 号に、もとゆき会会員の冨山格氏がキャ

ップ構造発見に絡んだ「因縁・奇縁」を書いておられたのを思い出し

ました。古市泰宏氏、野本明男氏、柴崎正勝氏とともに藤井基之氏が

同じ時期に大学の研究室におられたのを知りました。 

古市氏が日本でキャップ構造を見つけ、さらに研究を進めるのに実

験材料費の数十万円が捻出できず、米国に留学することによって実験

材料が入手でき、キャップ構造の解明が可能になったと言います。 

mRNA ワクチンは、ウイルスの同定からほぼ 1 年間で臨床実験を

終え、製造販売承認を受けたといいます。従来のインフルエンザワク

チン開発が 5～6 年かかったところ、mRNA ワクチンは 1 年未満で

できるようになりましたが、mRNA ワクチンを大量に製造するには

キャップ構造がなければなりません。 

このキャップ構造が見つかったのは 1975年頃で、今回のmRNA

ワクチン製造に利用されるまでに 45年もかかっています。多数の研

究者の長年にわたる地道な基礎研究の積み重ねと医薬品企業の開発努

力の賜物と思います。 

私は、今年の 5 月から 6 月にかけてワクチン接種を二回受けまし

た。ファイザー社のものでしたが、副反応は全くありませんでした。 

ワクチン接種ができたことに感謝し、基礎研究の重要さを実感しま

した。国の基礎研究に対する研究費予算の増額を願うものであります。 

キャップ構造とワクチン 

も と ゆ き 会 幹 事  川 上  惇 
度重なる緊急事態宣言が発出され、一

旦は感染者数が減少するが緊急事態宣言
が解除されると再び感染者が増える状況
が繰り返されている。 
 国はワクチン接種に期待を寄せている
が、地域格差、職域格差があり十分な接種
が行き渡るまでには時間を要している。 
感染予防には殺菌消毒、マスク、三蜜が必
要であることは周知されてきているが、
更に踏み込んで「室内空気の清浄化」が必
要である。そもそも病原菌の感染は経口
感染、呼吸器感染、接触感染、その他医療
行為による感染などが挙げられる。殺菌
消毒が行き渡ってきている今日、四肢の
清潔が保たれ経口感染や接触感染はある
程度抑えられてきている。しかし、汚染さ
れた空気による呼吸器感染は未だ感染の
主流になっている。 
ウイルスは細菌よりも小さく、サイズ

は 100 万分の 1 ミリメートル（1 ナノ
メートル：1nm）以下の最も小さい微生
物である。会話や呼吸、咳などによって放
出される飛沫の中でもマスクやアクリル
板では除かれない微細な粒子が「浮遊粒
子」となって感染を広める要因となって
いる。特に高齢者施設、保育施設、病院の
病棟などは空調管理が必要であり、クラ
スターが生じ易い。「換気」を十分に行う
必要がある。 
空調機を長時間使用して施設内で過ご
す時間が長い夏・冬の季節は空気中に浮
遊している微粒子が呼吸によって肺に
入り感染が広がる。飲食店も同じく考え
られる。 
十分な換気が難しい場合にはエアコン
を使うとともに高性能の空気清浄機を
利用して空気中の浮遊粒子をろ過し、
「室内空気の清浄化」が必要である。 

もとゆき会幹事 槇 孝雄  

「室内空気の清浄化」 


